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日
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よ
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近
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あ
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縫
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大
賞
地区

警農
茜道
J改
宗修。
米

b

附
の
発
展
は
道
路
の
改
良
か
ら
一
一

ω旧
大
震
役
場
脇
よ

十
占
産
業
に
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通
に
火
災
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防
止
こ
一
り
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釜
を
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て
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⑮
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ヤ
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で
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脇
よ
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行
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年
々
国
県
道
は
勿
論
町
道
一
て
大
賞
池
に
抜
け
る

拘
咽
や
農
道
の
整
備
補
修
に
相
応
の
一
農
道

，
、
町
曲
目
を
出
し
て
着
々
こ
の
実
現
一
③
行
人
坂
よ
り
根
木

』
l
h

に
努
力
を
払
っ
て
き
ま
し
た
昭
一
内
に
至
る
農
道
、
合

E
H
和
三
十
五
年
度
で
も
二
百
五
十
一
せ
て
延
長
四
、
一
ニ
六

刷
出
万
円
の
予
算
を
計
上
じ
国
県
道
一

0
メ
ー
ト
ル
の
補
修

噌
唱
の
一
溜
の
整
備
を
図
る
一
方
町
一
工
事
を
行
う
こ
と
に

!
弘
道
や
農
道
の
改
修
に
は
失
業
対
一
な
り
既
に
こ
の
工
事

.U
策
事
業
と
し
て
大
巾
な
国
の
援
一
は
四
月
早
々
着
手
さ

4
h
助
を
受
け
全
工
事
費
三

O
O万
一
れ
て
い
ま
す
。
工
事

r、
円
に
て
年
間
四
期
に
分
け
て
町
一
総
額
は
五
十
九
万
余

ト
お
内
全
地
域
に
わ
た
り
昨
年
に
引
一
円
で
六
月
一
杯
に
完

続
き
改
良
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
一
成
し
ま
す
。

す
。
そ
の
第
一
期
工
事
と
し
て

(
図
扇
は
補
修
工
事
作
業
の
状
況
〉

一一一一一ーーーー九

保
険
殺
の

完
納
運
動
展
開

一一祖国-圃圃-

農

協

合

併

成

る

大
洗
町
農
業
協
同
組
合
発
足

市
宇

石田川米-*井深深米国小米[左桜石加
野久

的山上川川 1:{'乍作川山瀬川問弁崎藤

庁

内

の

異

動

事

一一一一-----....__ _'---
~ー， --

保
険
諜
を
四
月
一
日
よ
り
新
設
問
日
付

を
も
っ
て
庁
内
の
人
事
典
動
を
次
の
と

お
り
発
令
し
た
。

総
務
課
長
小
沼
磯
次
郎
(
厚
生
課
長
〉

厚
生
課
長
梶
思
惑
(
総
務
課
長
〉

保
険
課
長
兼
年
金
係
長

大
久
保
景
明
(
税
務
係
長
)

税
務
係
長
江
橋
正
之
助
〈
国
保
係
長
〉

国
保
係
長
心
得
鈴
木
徳
宝
(
関
係
係
高
u

夏
海
支
所
長
心
得
菅
谷
勇
(
総
務
課
〉

左
記
の
も
の
は
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
依
願
退
職
し
た
。

大
賞
コ
一
郎
次
ハ
夏
海
支
所
長
〉

清
宮
敬
一
〈
経
済
課
)

安
政
利
子
(
保
育
所
)

原
図
和
子
(
保
育
所
〉

鬼
沢
沃
子
(
総
務
課
)

加
藤
亀
之
介
(
総
務
課
〉

一一
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中
回目圃園田園

歯固踊園田

園田園田園圃

の

景
勝
地

車

転

の

当
町
消
防
問
は
年
々
強
化
さ
れ
そ
の
運
一

営
と
技
術
も
優
秀
で
県
や
国
か
ら
何
度
一

も
表
彰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
一
二
一

月
一
日
に
も
関
門
家
消
防
本
部
長
よ
り
設
一

:
備
運
営
共
に
優
秀
で
あ
る
一

審
刀
の
こ
と
で
竿
頭
綬
を
授
一

ヲ

一

自

動

車

運

転

免

許

(

許

可

証

〉

誠

験

手

還

し

な

い

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

霞
メ
与
さ
れ
ま
る
表
彰
の
栄
一

d

x

L

続
が
凶
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
朗
運
転
免
許
誠
験
の
合
栴
基
準
は
次

木

町

の

中

学

は

ご

九

三

名

二

一

一

中

は

四

学

級

編

成

生

五

し

て

、

す

べ

て

の

施

設

を

完

備

し

た

一

円

一

時

限

川

町

山

担

む

さ

れ

ま

し

た

の

よ

う

に

改

正

さ

れ

て

た

。

同

一

一

一

一

…

一

…

一

一

一

一

一

一

山

明

日

一

一

一

心

一

民

一

一

一

一

一

一

一

一

耕

一

掛

川

町

一

一

。

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

戸

一

品

目

…

一

一

一

一

品

日

引

い

一

日

可

訂

い

配

当

日

間

一

計

れ

れ

れ

u
d時
比
恨
む
明
一
足
時
茨
城
九
一
人
洗
町

J
1
一

。

吋

制

問

料

品

引

引

に

宇

崎

日

間

日

間

引

恥

刊

誌

一

一

一

村

一

抑

制

九

時

刊

誌

品

開

融

制

昭

和

服

一

団

側

恥

引

退

院

鴇

峰

崎

一

備

蹴

日

目

詩

作

品

川

車

以

一

上

の

運

転

免

許

を

受

け

る

者

日

布

市

り

筆

記

試

験

が

免

除

さ

が
各
々
不
足
一
も
意
見
の
一
致
を
み
去
る
二
月
建
設
地
一
く
こ
と
に
交
渉
を
進
め
内
定
し
て
お
り
一
土
訳
機
哨
1
あ
る
o

よ
っ
て
消
一
則
一
段
出
申
請
書
、
写
真
三
枚
、
住
民
切
旭
川
控
室
の
基
準
は
県
規
則
に
よ

し
て
お
り
一
史
一
に
太
平
洋
を
一
望
に
あ
つ
め
る
景
勝
の
一
ま
す
。
や
が
て
太
平
洋
を
一
望
に
挑
め
一
詞

P
D
出
者
表
彰
取
扱
規
程
一
登
録
商
掃
を
添
え
て
水
戸
市
吉
沢
町
っ
て
定
め
て
あ
る
外
、
視
力
の
適

に
一
一
一
六
年
度
一
地
大
賞
前
原
印
刷
有
地
内
入
、

0
0
0一
る
前
原
山
の
高
台
に
そ
び
え
る
鉄
筋
コ
一
ー
よ
り
竿
頭
綬
を
授
与
し
て
こ
れ
を
表
一
一
一
一
三
番
地
、
茨
城
県
自
動
車
学
位
が
一
部
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ

は
一
中
四
学
一
坪
を
候
補
地
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
一
ン
ク
リ
l
ト

造

り

の

殿

堂

に

高

々

と

し

一

彰

す

る

一

校

に

直

接

叉

は

郵

送

し

て

下

さ

い

ま

し

た

。

級
、
二
中
一
一
し
か
し
こ
の
地
は
六
十
一
名
に
よ
る
ゴ
一
一
て
学
ぶ
生
徒
の
姿
が
み
ら
れ
る
の
も
、
一
昭
和
三
ト
在
中
一
一
万
一
日
ム
一
こ
瓜
場
合
試
験
期
日
の
指
定
し
た
原
動
機
付
自
転
車
叶
一
引
亘
社
の
合
絡

学
級
、
一
ニ
中
一
町
入
反
歩
の
耕
作
地
が
あ
り
、
こ
れ
ら
一
も
う
す
ぐ
で
す
。
一
国
家
消
防
木
部
長
鈴
木
琢
ゴ
一
受
験
カ
ー
ド
を
知
ら
せ
る
た
め
の
基
準

一

学

級

、

三

七

一

の

方

々

の

協

力

が

な

け

れ

ば

実

現

は

不

一

一

喜

一

括

一

と

し

て

拾

円

郵

便

切

手

を

両

限

で

O
、
入
以
上

年
度
は
一
中
苛
能
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

E
E一
義

宮

さ

ま

御

来

町

一

」

る

こ

と

。

但

し

左

右

い

づ

れ

か

O
、

一

喜

一

学

級

の

不

一

び

町

議

会

、

教

育

民

生

委

員

会

、

教

育

委

一

一

試

験

期

日

が

決

定

さ

れ

れ

ば

受

験

の

者

は

除

く

足
が
γ

ア

強

さ

一

員

会

が

一

体

と

な

っ

て

連

日

各

所

に

説

一

ゴ

ル

7
ハ
ウ
ス
に
御
一
泊
一
芳
道
知
が
あ
り
ま
す
。
受
験
当
的
従
来
医
姉
の
診
断
警
が
必
要
で
あ

れ

、

そ

れ

ぞ

一

明

会

を

開

催

す

る

一

方

、

町

議

会

教

育

一

一

日

守

山

ス

験

手

数

料

と

し

て

は

、

大

り

ま

し

た

が

四

月

一

日

か

ら

免

害

れ
の
学
級
増
一
民
生
委
員
会
に
よ
り
耕
作
者
の
方
々
と
一
昨
年
当
町
で
行
わ
れ
た
放
皇
制
に
は
皇
一
お
ら
れ
ま
し
た
。
一
主
小
型
、
一
一
一
輪
車
、
軽
自
動
車
証
、
許
可
証
の
向
れ
の
場
合
で
も

加
を
し
な
け
交
渉
し
た
結
果
、
委
員
会
の
努
力
と
耕
一
太
子
さ
ま
を
正
式
に
お
迎
い
し
て
盛
大
一
門
主
具
は
町
内
の
子
供
さ
叫
勧
ら
花
(
な
一
は
病
0
0円
。
第
二
種
許
可
証
は
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

れ
ば
な
ら
な
作
者
の
協
力
と
に
よ
り
早
速
耕
作
地
を
一
こ
挙
行
い
た
し
ま
し
た
が
、
去
る
四
月
ふ
じ
終
結

ι紅
紅
一
孟
の
円
を
茨
城
県
収
入
証
紙
で
お
自
動
車
運
転
免
許
及
許
可
証
の
交

い
状
況
に
あ
…
統
合
中
学
校
敷
地
と
し
て
提
供
し
て
下
一
刻
日
に
は
義
宮
さ
ま
が
非
公
式
に
御
来
ニ
融
機
麟
鱗
鱗
議
機
織
機
輔
繍
一
納
持
す
る
こ
と
。
一
付
の
書
類
手
続
に
つ
い
て
は
交
通
安
全

り
ま
す
o
ま

さ

い

ま

し

た

。

一

町

に

な

ら

れ

、

明

治

記

念

館

を

富

に

鱗

欝

機

織

懇

綴

機

騒

一

凶

号

さ

れ

た

当

日

受

験

し

な

ド

と

一

協

会

事

務

所

で

や

っ

て

い

ま

ず

か

ら

協

同

叫

主

主

町

市

議

訪

日

以

諒

一

日

誌

は

出

品

北

九

一

一

麟

轍

麟

麟

醗

盤

一

九

時

松

山

ιー
は
一
切
返
一
片
山
当
利
用
す
る
こ
と
を
お
す

編
成
生
徒
数
一
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
校
舎
七
0
0
2
ハ

ウ

ス

に

御

一

泊

な

さ

れ

翌

七

日

午

前

融

鱗

機

議

離

騨

難

錦

織

鞠

一

ご

一

に

御

帰

り

に

な

り

ま

し

た

。

融

麟

麟

機

灘

欝

隣

鱗

一

本

一

良

化

の

き

っ

か

け

は

一
室
盛
期
に
お
か
れ
て
は
曽
祖
父
に
あ
た
一
轍
醐
欄
鞠
閥
均
ペ
九
鱗
轍
輔
醐
醐
臨
鞠
一

ι

↑

一

ら

れ

る

明

治

室

温

議

員

長

融

騨

騒

騒

畿

翻

麟

櫨

臨

一

一

春

ニ

つ

く

ら

れ

る

函

ぷ

か

げ

に

し

ば

ら

く

立

ど

ま

ら

れ

、

覇

騒

騒

務

鋪

議

錨

通

一

一

1

l

d

l

一

沢

山

の

記

念

品

を

興

長

く

警

に

な

一

瞬

襲

撃

盤

幽

B
E
E
一
般
も
術
品
ほ
ん
と
う
に
よ
い
季
節
に
一
⑨
性
犯
罪
の
防
止

一
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
c

鵬

轍

醐

鱒

麟

醐

輔

唖

鯛

週

一

注

り

ま

z

一ニ
o

こ
の
頃
に
な
る
と
、
花
一
性
犯
罪
は
、
君
主
に
か
け
て
多
く

一

時

吋

諮

問

諸

民

主

購

輔

糟

轍

理

一

江

主

琵

許

可

d
H
5
1
5

一
に
み
え
し
?
を
な
さ
れ
た
り
し
て
鱒
覇
吋
伊
藤
整
一
気
持
も
、
す
る
み
が
ち
と
な
り
ま
す
。
一
と
ド
け
て
く
だ
さ
い
o
親
切
な
、

一

t

ノ

f

l
弘

E
L主
一
犯
罪
は
?
で
ス
キ
」
を
ね
ら
っ
て
乏
狼
〈
お
お
か
み
〉
と
い
う
こ
と
も
あ
り

同
一
お
母

3
ん
方
の
相
談
筏
一
品
川
怜
r
C
M
H立付け
M
M
H
M
U闘いリ

舎

一

引

張

り

凧

の

予

防

医

療

に

大

活

躍

一

後

悔

は

存

立

川

ず

、

市

楽

シ

ー

ズ

ン

一

だ

さ

い

o

尚

一

保

健

婦

さ

ん

一

に

は

次

心

」

と

カ

ら

L

H

口

急

し

て

防

犯

一

⑧

ゆ

す

り

、

た

か

り

一

、

l

り

、

キ

コ

ム

丙

]

工

一

に

っ

と

吃

ょ

う

お

願

し

ま

す

。

一

も

よ

う

し

も

っ

〉

場

所

や

盛

り

場

こ

土

仁
一
和
迷
の
国
保
ー
も
し
よ
し
ょ
司
道
に
の
一
こ
と
'
羽
生
虫
ベ
伝
染
J
予
U
T
ど

叉

一

⑨

空

ゑ

」

周

心

一

ぐ

れ

ん

隊

、

そ

し

て

暴

力

が

あ

な

た

を

川

一

件

同

日

吋

れ

れ

臨

時

四

日

持

日

間

初

日

時

間

一

抑

制

紙

日

戸

町

野

山

日

仁

川

口

川

yruuH円
UMMM川

出
た
当
川
国
保
の
保
健
一
姉
さ
ん
は
最
新
さ
ん
が
病
気
に
な
ら
な
い
で
、
よ
り
一
一
き
そ
一
骨
ま
り
を
墜
由
正
し
て
、
近
一
ぅ
、
注
意
す
る
こ
と
で
必
要
で
す
が

知

識

を

似

つ

口

河

口

同

日

釘

地

内

叩

れ

れ

ι割
duρ
一
所
、
ム
一
ょ
べ
刊
で
お
く
よ
う
、
一
も
し
被
害
に
か
か
っ
た
ら
、
恐
れ
ず
、

一

一

団

一

円

切

れ

料

日

立

川

口

J
h
mリ
軒

許

並

立

甘

く

こ

し

は

ド

パ

自

民

江

崎

ト

岡

山

下

引

計

百

。
力
、
し
つ
け
方
、
、
ル
;
う
く
り
お
り
ま
す
o
そ
の
他
の
臼
は
家
庭
訪
問
一
す
0

1

一
去
っ
、
徹
氏
一
的
な
取
締
り
を
行
っ
て
い

庁
、
乳
は
な
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
め
か
た
希
望
に
よ
る
町
内
区
、
部
落
の
婦
人
会
一
⑧
ス
リ
』
マ

t
i

ミ
、
一
ま
汁
O

持

詩

配

創

立

五

時

山

一

民

主

山

一

一

日

一

中

川

一

昨

日

一

一

関

川

護
相
談
、
家
庭
分
娩
、
襲
刊
日
岬
T
し

す

。

は

、

じ

ゅ

う

ぶ

ん

注

怒

ト

一

抱

盗

、

な

ど

が

あ

り

ま

す

か

ら

、

じ

ゅ

動

運

自

~ 
CI 

統

中

免
許
を
受
け
る
に
は

25年納付した者-24，000円
何年納付した者-42，000円

24，000円-42，000円
加算額6，000円

前
原
由
の

となる人は20才から59才までの
険者となります。た xし現行公的年金制
は除外されます。なお現行公的年金に加
者及び学生は任意;加入で、す。

年金の種類 1 支 給 要 件

年金「保険料間以上納付山叩附の支払能川しも同年以上納付した問問時した吋給…

金[ 最低 3年以上被保険者でその半分以との期間保険料を納付した者が片足叉は片腕を失った程度の廃疾状態になったときに支給
| されますO なお間腕又は両足を失った程度の重症の場合は加算されます。

金 J

年

最低3年以 k被保険者でその半分以1この期間保険料を納付した妻が夫と死別した際18才未満の子を扶養している場合に支給さ I 19，200円-25，800円
れます。なお第二子以降については加算されます。 1 加算額4，800円

最{民 3年以上被保険者でその半分以との期間保険料を納付した父又は母と死別し「みなしご」となった子が18才未満のとき父 | 7J00円-10，500円
は20才未満で廃疾状態であるときに支給されます。なお第二子以降については加算されます。 I 加算額4，800円

夫とlOicf三以と婚姻関係を継続した葵が老令年金をうけるのに必要な期間の保険料を納入した65才未満の夫と死別した時に60才 ; 者令年金の半分
から65才ーまでの情l支給されます。

車両

母子年

遺児年金

寡婦年金

I等
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塵
葬
焼
却
炉
建
設

動
物
に
広
ぐ
分
布

L
て
い
る
。
な
か
で
一
を
出
し
、
「
セ
キ
」
を
す
る
よ
う
に
な
り

一
歩
一
歩
近
づ
き
つ
L
あ
』
ま
す

J
「
ア
イ
ソ
ト
1
1ノ
ア

J

W

の
一
季
的
観
光
地
で
み
や
大
洗
も
豚
に
お
い
て
は
、
そ
の
経
済
町
ム
み
呼
吸
が
激
し
く
な
り
、
呼
吸
困
難
の
状

滋
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ま
づ
も
り
て
一
さ
せ
、
こ
れ
を
恥
の
要
所

T
F
J
ま

J

一
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
観
光
地
え
と
の
少
く
な
い
こ
と
が
霊
長
首
長
と
川
る

0
2下
痢
便
と
な
り
、
胤

科
学
的
な
長
期
に
一
回
一
つ
て
の
徹
底
し
た
一
に
集
間
放
流
し
ま
す
o

そ
す
る
と
三
一
大
洗
の
つ
し
』
ま
f
田
町
一
部
の
人
一
ご
め
の
一
大
発
展
を
は
か
る
新
企
か
に
な
っ
て
い
る
o

一
尿
を
封
弘
一
し
極
叶
一
す
る
豚
も
み
ら
れ
る

一
海
況
調
査
が
必
要
で
あ
り
ま
す

o

i

J

7
人
:
う
一
々
に
の
み
レ
か
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
一
で
あ
り
、
こ
の
成
巣
如
何
は
今
後
の
大
一

O
感

染

の

経

路

一

さ

ら

に

神

経

症

状

を

呈

し

、

時

に

ま

均

一
年
以
来
、
県
と
町
と
で
経
費
を
負
担
1
一
一
一
の
日
ー
す

JIの
砂
と
一
し
ょ
一
で
あ
る

ω

ん
洗
磯
前
辺
境
問
一
に
あ
る
一
洗
観
光
開
発
上
の
鍵
量
る
も
の
予
は
一
豚
の
ト
キ
ソ
プ
ラ
ス

γ
病
は
一
般
に
「
一
経
が
興
奮
し
た
り
ま
た
反
対
に
抗
静
仮

一

部

凶

器

詰

草

間

L
U明
日

y
Uワリ
一

軒

目

汀

ご

討

創

出

一

官

三

官

方

面

よ

り

大

い

に

則

一

日

正

日

詩

型

一

時

紅

白

川

日

記

酬

は

国
平
均
一
人
当
り
五

0
0グ
ラ
ム
と
さ
一
道
路
き
わ
な
ど
に
、
ご
み
を
投
げ
捨
ア
有
さ
れ
て
き
査
の
移
動
高
の
流
れ
る
方
向
、
速
さ
7
一舌
t
っ
く
レ
が
た
い
o

古
木
う
っ
そ
う
一
・

1
3次
長
品
川
市
ぷ
千
戸
が
多
い
o

感
染
し
た
動
物
の
菜
、
階
一
も
の
も
み
ら
れ
る
。
被
害
は
仔
豚
に
大

一一…一一郎一羽田一日目立
J
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商

に

折

り

込

ん

で

、

半

額

の

国

主

一

焼

一

図

一

九

一

で

、

更

に

徹

、

、

吉

会

く

な

い

そ

う

で

す

。

?

?

ン

;
i大一
挙

ど

れ

Y
議
路
に
つ
い
て
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
一
病
」
と
決
め
る
の
は
早
計
で
あ
る
コ
豚

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
た
り

J

7

底

し

た

調

笠

弘

イ

砂

益

法

の

実

現

の

迫

る

い

希

望

一

会

そ

の

狩

行

事

を

催

し

て

訪

れ

る

観

¥

機

雪

レ

ベ

鰯

な

い

が

、

主

と

し

て

経

口

感

染

す

る

も

一

の

伝

染

性

疾

病

の

場

合

『

豚

コ

レ

ラ

様

、
よ
い
よ
着
工
の
遼
び
と
な
訂
正
一

z

r苧

7
1
2

ア

H
A
j
j土
の

T
i
t
y
-
-っと
計

画

し

て

い

子

一

議

の

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

耳

目

v

J
、
パ
ラ
チ
フ
ス
な
ど
隙

計

十

一

日

の

処

理

能

力

が

入

五

一

(

五

十

日

間

す

『

詰

甘

い

日

行

い

い

と

豚

の

ト

キ

ソ

プ

ラ

ズ

マ

病

一

翌

日

比

弓

持

政

一

度

一

品

川

口

日

間

官

官

屯

で

す

か

ら

、

皆

さ

ん

の

御

協

力

に

よ

一

一

時

同

ト

L
じ

室

一

一

一

台

、

歯

は

一

・

う

一

C
程
度
の
発
熱
を
す
る
も
の
が
多
く
、
一
要
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
疾
病
、
が

日紘一町一一一…一山中……一一一ん白山一…山一一昨日一一一…
5
V

が己寸る京日一一日一
M
M

立志向沼市町一一缶詰指
1
2
問中凶作紘一町一一一

ら
、
空
地
や
道
路
上
に
投
手
て
ら
れ
一

im一
平
目
高
の
流
れ
る
状
況
を
確
実
に
つ
か
一

f
i
j
i
jし
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
病
気
は
ト
キ
ソ
プ
一
人
、
さ
ら
に
鶏
な
ど
に
至
る
混
血
章
一
絶
し
て
栄
養

i
u
r
E肝

要
で
あ
る
。

た
沢
山
の
ご
み
の
山
が
、
私
達
の
町
か
一

J
判
!
九
問
山
一
九
一
む
た
め
に
「
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
」
を
利
用
一

j-EFiz--Ei-園町田・
4』

asi---i一回目
iwis-===三

i
盲目

TIT--512-室

i
一

EEl--皿
一
『

ar--==i一園田
wil--mapia--

ι姿
を
消
す
の
も
迷

Ez--rl一
ハ
百
一
主
し
て
行
う
景
品
し
い
方
法
が
用
い
ら
一
小
学
校
に
入
学
す
る
と
、
こ
ど
も
は
児
一
家
庭
に
つ
よ
く
結
び
つ
い
て
い
て
、
親
一
こ
れ
ま
で
の
生
活
は
遊
び
で
あ
っ
て
あ
一

i
z
-
-じ

や

す

一

汁

HJi--1i一

1i

h日
は

ー

は

川

崎

「

i
l
l
-川

川

一

一

れ

ま

す
o
こ
の
や
り
か
た
は
誌
と
同
一
室
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
手
。
こ
一
の
震
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
う
け
る
こ
と
一
と
に
伺
の
成
績
な
ど
残
ら
な
く
?
一
い
の
で
、
と
く
に
注
意
し
た
い
も
の
で
て
を

?
U
U
U乞

る

だ

れ

地

元

民

の

協

力

で

一

な

か

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

一

わ

j
f
r
L
I
E
j
h計
五

日

げ

に

日

早

川

一

問

、

一

一

日

出

計

十

時

日

一

川

わ

が

し

ご

は

、

遊

ん

だ

り

、

楽

一

け

い

品

目

当

日

正

λ
一

軒

灯

台

国

足

立

防

火

道

路

完

成

一

続

長

れ

肘

ば

れ

れ

同

盟

主

日

刊

誌

は

弓

い

川

首

一

市

内

日

U

E

U

駐

日

開

昔

日

目

!

日

け

い

じ

れ

は

河

川

口

一

U
U
Y
卦

仁

川

口

町

民

山

一

昨

μ創

設

立

昨

日

日

一

RMMrH川崎
日

↑
路
で
あ
る
と
拡
張
用
地
の
相
撲
昼
間
附
を
一
防
火
万
全
と
は

T寸
れ
ま
せ
ん
。
当
該
一
で
の
生
活
を
経
験
し
て
、
あ
る
程
度
υ
一

な

く

な

り

ま

す

。

一

に

と

い

う

目

的

が

く

っ

つ

い

て

く

る

o

一
慣
は
、
入
学
以
前
に
完
成
さ
れ
て
い
る
一
っ
て
勉
強
し
て
い
る
の
で
は
な
い
o
た

同

日

比

融

政

酬

は

日

世

間

信

抗

出

パ

訂

U訂
土
問
団
法
一
信
一
一
訪
れ
匙
法
器
ヨ
詰
日
能
ど
も
で
一
学
校
に
入
れ
ば
、
多
く
の
友
達
の
中
に
一
将
来
の
社
会
人
と
な
る
た
め
に
は
、
こ
一
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
o
毎
日
洗
顔
す
一
だ
、
一
汁
つ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い

草

民

間

軒

並

立

竹

内

HA--日

間

同

諮

問

自

百

MM誌に
と

は

大

き

£

軒

E劃
川

釦

貯

が

劃

川

川

川

一

戸

示

即

時

J
h

は

い

れ

耳

石

同

時

三

日

刊

川

市

計

三

一
民
の
道
路
拡
張
の
要
望
せ
つ
な
る
も
の
一
感
激
し
た
地
元
消
防
第
九
分
間
は
富
一
寄
贈
さ
れ
た
米
川
さ
ん
を
は
じ
め
勤
労
一

O
こ
ど
も
は
ど
ん
な
こ
と
が
変
一

6
4
1
I
J
:
:，
守

一

主

へ

喜

ん

で

い

っ

て

い

る

か

ど

う

3
J切

で
す
o
た
だ
「
勉
強
し
な
さ

ま

斗

が

あ

り

ま

し

た

が

、

用

地

の

寅

枚

、

が

緩

一

分

団

長

を

は

じ

め

全

分

団

員

と

地

元

民

一

奉

仕

の

方

々

に

対

し

衷

心

か

ら

お

礼

申

一

っ

て

く

る

か

一

一

ヵ

一

し

」

い

う

強

制

だ

け

で

は

、

か

え

っ

主
一
め
て
困
難
で
あ
り
実
現
を
見
る
に
至
ら
一
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
幅
員
九
尺
の
道
一
上
げ
ま
す
。
一
第
一
に
、
今
ま
で
は
こ
ど
も
の
生
活
三
人
っ
て
、
友
だ
ち
と
ど
の
よ
う
に
つ
き
一
れ
だ
け
の
力
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
有
し
い
集
団
生
活
に
入
っ
た
こ
ど
も
た
一
日
ら
い
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
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十
一
あ
い
、
ど
の
よ
う
に
仲
よ
く
す
る
か
、
一
い
と
い
う
仕
事
を
、
こ
れ
か
ら
小
学
校
一
ち
は
集
同
生
活
の
経
験
が
乏
し
い
o
ま一

v

ょ
う
。
勉
強
で
は
、
つ
ね
に
成
功

一川

λμ
詐
欺
や
窃
盗
の
加
害
者
な
犯
罪
の
被
害
者
十
芸
誌
検
察
基
い
て
起
訴
さ
れ
、
刑
罰
を
受
け
た
の
任
期
生
ハ
ケ

ih-JU--…
一
自
分
の
い
い
た
い
こ
と
や
、
や
り
た
い
一
六
年
、
喜
一
一
一
年
の
九
年
聞
の
義
務
教
一
だ
自
己
中
心
的
傾
向
が
強
く
腕
力
率
五
と
自
信
を
も
た
せ
る
は
げ
ま
し
が
必

ポ
(
閣
}
を
訴
え
た
が
裁
判
に
か
庁
に
訴
え
で
た
人
の
申
出
に
き
い
事
件
が
全
国
で
一
人

O
件
に
も
の
ぼ
そ
し
て
検
察
審
査
が
仕
事
を
す
る
公
駐
日
程
昨
日
っ

lu日

一

守

通

し

て

や

ら

な

呪

ば

引

な

主

計

1
1
J
Uれ
ど

1
摂
れ
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
面
白

一
、
ゾ
九
日
~
け
ら
れ
な
か
っ
た
ど
-
二
或
は
審
査
会
が
自
ら
進
ん
で
検
っ
て
い
ま
す
o

叉
検
察
審
査
会
は
右
足
誰
の
さ
し
つ
も
受
け
ず
、
全
く
山
一
家
宅
て
る
と
き
の
よ
げ
に
、
泣
き
さ
一
つ
日
刊
か
け
に
は
い
仁
て
そ
の
勢

J
追

随

て

J
。

し

7
2
2
4ら
し
か
っ
た
こ
と
を

一

也

山

知

事

二

時

一

日

中

川

船

出

品

以

宗

五

時

出

誕

百

反

日

汁

Mr川
崎
日
付
川
日
吋

Y
」
ど
も
に
と
っ
て
は

L
M
H
r
-
-庄内
口

日

七

日

時

一川

f
k
あ
な
た
が
詐
欺
、

F
リ
な
か
っ
た

7
ι
:
;
f
ミ

:
;
:
i
i
;
に
検
察
審
が
あ
れ
ば
十
分
で
こ
の
常
識
を
生
ミ
ド
一
し
カ
な
い
o

今
後
。
お
し
い
社
会
長
一
に
大
き
な
賞
任
と
義
務
を
に
な
う
こ
と
一
口
の
子
供
の
よ
う
な
逃
避
的
な
傾
向
止
り
返
さ
せ
て
習
慣
と
い

2
3で
勉
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一
脚
」
う
日
記
一
口
一
川
一
氏
好
一
恥
入
ま
す
o
検
事
正
は
も
う
一
度
そ
の
事
っ
て
お
り
ま
す
o

霊
会
に
は
十
一
に
あ
る
『
水
戸
検
察
審
査
会
事
務
局
』
止
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
も
つ
一
学
校
か
ら
帰
っ
て
グ
ツ
タ
リ
と
疲
れ
一
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
は
、
担
任
教
師
一
て
家
に
帰
っ
て
母
親
の
顔
を
見
て
ホ
一

一
川
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
件
を
調
べ
て
か
ら
審
査
会
の
意
見
を
人
の
検
察
審
査
員
が
お
り
、
重
員
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
申
立
の
手
続
き
と
と
進
ん
で
、
絵
を
か
き
な
が
ら
、
自
分
一
仁
い
な
い
か
、
食
欲
は
ど
う
か
o

一
と
連
絡
し
、
安
定
感
を
も
っ
て
通
学
で
一
ッ
ト
イ
る
。
ォ
ヤ
ツ
を
食
べ
れ
ば
、
く
一

一
い
普
の
こ
と
で
す
o
今
は
裁
判
所
の
中
尤
も
だ
と
考
え
れ
ば
犯
人
を
裁
判
に
は
男
女
を
問
は
ず
基
本
選
挙
人
名
簿
そ
の
他
の
審
査
費
用
は
一
切
無
料
で
止
の
ま
わ
り
の
景
色
や
事
物
を
正
し
く
息
ト
学
校
時
代
は
、
人
の
生
涯
の
中
で
は
一
き
る
策
を
講
ず
る
必
南
京
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
ろ
し
で
遊
び
た
く
な
る
o
こ
う
し
て
一

一
州
に
あ
る
「
検
察
審
査
会
」
に
申
出
て
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
o
今
ま
で
に
登
載
さ
れ
て
い
る
あ
な
た
方
の
中
す
。
大
洗
町
で
は
磯
浜
町
一
五
七
番
与
Q

カ
と
か
そ
の
中
に
か
く
れ
て
い
る
美
一
一
費
健
康
で
心
配
の
な
い
時
期
だ
と
い
一
③
帰
っ
て
か
ら
の
学
習
は
ど
う
か
一
こ
ど
も
を
強
制
に
よ
っ
て
だ
け
で
勉
強
一

一
川
汀
一
一
小
一
一
検
宮
市
査
会
1
こ
の
よ
う
こ
の
よ
う
に
検
察
審
査
会
の
意
見
に
か
ら
毎
年
『
く
じ
』
で
選
ば
れ
、
そ
地
黒
田
正
氏
が
検
察
審
査
員
で
す
。
止
し
さ
を
見
つ
け
る
カ
と
か
を
養
わ
な
け
↑
わ
れ
る
o
そ
れ
に
し
て
も
、
入
学
し
て
一
十
枚
か
ら
帰
っ
て
、
ォ
ヤ
ツ
を
た
べ
、
一
の
く
せ
を
つ
け
る
こ
と
は
考
え
な
け
れ
一

i
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主
吉

-
f
討
一
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
o

一
新
し
い
集
団
生
活
の
中
に
入
っ
た
こ
ど
一
さ
て
と
机
に
向
っ
て
勉
強
し
て
か
ら
で
一
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一

一
一
総
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二
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夏
海
小
学
に
四
十
万
田
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一
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
色
一

一
彩
、
味
、
香
り
な
ど
風
味
を
添
え
る
一

:

一

重

要

な

役

割

を

し

て

い

ま

す

が

、

生

一

先
年
十
一
月
旦
海
げ
T
A
一

記

一

の

野

菜

に

は

姻

虫

、

十

二

指

腸

虫

の

一

当
町
の
穀
倉
と
も
い
う
べ
き
広
浦
干
拓
一
り
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
史
を
か
さ
る
大
事
業
で
も
あ
り
町
を
あ
円
四
時
間
一
一
品
れ
一
一
、
小
学
校
用
給
水
持
措
円
一
卵
や
大
腸
菌
が
無
数
に
附
着
し
て
い
一

は
耕
地
百
二
十
町
歩
の
美
田
を
形
成
し
一
日
訪
れ
脱
出
川
崎
灯
均
一

Jr
日

三

長

野

品

取

れ

れ

す

十

五

周
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え

皇
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菜
は
食
生
活
上
の
ヒ
夕
、
ン
、
ミ
一
ゑ
必
要
で
す
。
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一
院
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一
一
一
一
山
日
日
一
口
八
一
一
ド
ド
ド
制
球
日

u
u
u
u品
川
崎
心
開
一
付
お
肘
円
」
と
「
う
ば
が
い
」
の
一

一

一

一

一

三

一

三

一

ピ

語

象

予

要

一

ノ

ン

粉

?

を

一

平

方

メ

l
ト
を
よ
く
し
、
乾
燥
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
単
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の

zi--ら
六
月
三
十
日
ま
で
一

山
蓮
華
り
品
A

へ司
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z明
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ム
位
散
布
し
ま
し
て
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
ま
す
尺
2の
腎
芳
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波
野
打
際
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で
大
否
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床
板
に
は
、
新
関
紙
を
敷
い
て
前
記
一
卵
が
ま
ち
っ
て
い
ま
す
の
で
、
犬
同
一
年
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
に
な
り
一
も
と
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
一

蚊
も
ハ
エ
も
い
な
い
健
康
な
夏
を
過
ご
一
ほ
う
き
ゃ
、
ぞ
う
き
ん
な
ど
大
掃
除
こ
一
の
粉
末
殺
虫
剤
を
壁
一
枚
に
三
十
グ
一
除
で
掃
き
出
さ
れ
た
も
の
は
、
燃

L
籾
に
滑
っ
て
産
卵
す
る
の
に
は
満
二
主
弓
}
の
禁
漁
期
以
外
の
期
間
中
(
七
月
一

す
た
め
に
は
、
ま
ず
春
の
大
帯
、
芦
の
問
一
定
用
す
る
も
コ
主
、
そ
の
日
に
な
っ
引
一
ラ
ム
位
散
布
し
ま
す
。
こ
の
場
合
必
一
て
し
ま
う
こ
と
が
一
番
よ
い
こ
と
で
か
か
か
ま
す
。
産
卵
期
前
の
親
貝
や
親
一
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
四
日
ま
で
〉
一

底
を
は
か
ら
な
円
川
ば
な
引
い
ご
つ
か
な
り
い
い
う
に
前
も
っ
て
準
備
一
ず
残
効
性
の
高
い
殺
虫
剤
を
基
準
雲
す
。
貝
に
ず
る
小
さ
な
貝
を
保
護
し
て
や
ら
一
で
も
次
の
貝
は
と
る
こ
と
が
禁
じ
ら
一

:

け

ま

せ

ん

o

一
を
し
た
り
、
舎
の
広
さ
や
喜
小
屋
一
ま
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
ま
-
燃
す
こ
と
も
、
く
ず
屋
に
売
る
こ
と
一
な
け
昔
、
鹿
島
灘
の
『
は
ま
ぐ
り
』
一
れ
て
い
ま
す
。
一

士
清
掃
法
の
中
に
も
、
主
義
な
ど
を
調
べ
て
、
殺
虫
剤
の
使
用
一
た
、
塁
は
安
価
で
あ
る
な
ど
の
軽
一
も
で
き
な
い
セ
ト
カ
ケ
な
ど
は
、
各
一
は
な
さ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
④
「
は
ぎ
り
」
は
?
?
一

仕
回
以
上
市
町
村
長
の
よ
を
き
め
て
地
区
全
体
で
共
同
購
入
を
し
一
い
気
持
で
使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
一
人
が
勝
手
な
と
こ
ろ
に
捨
て
る
と
蚊
一
一
旦
り
は
少
く
な
っ
て
い
る
↑
は
凡
ぶ
五
セ
ン
チ
メ
ー
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ル
一
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れ
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は
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一
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E
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四

炉

転
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ド

ぃ

h
w純
一

川

村
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一
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に

」

宮

町

一

昨

日

れ

古

川

日

目

立

ま

一

悼

こ

心

配

U
計

N
J
は
ま
ぐ
り
一

レ

よ

掃

除

が

た

だ

単

な

る

側
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一

一

一

作

業
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方

法
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J
年
度
「
漁
獲
高
(
ト
ン
)
一
」
や
「
う
ば
が
い
」
を
と
っ
た
り
、

み

刊

日

刊

行

パ

ド

川

崎

一

l
品

川

品

目

立

当

れ

ヰ

自

衛

官

に

な

る

に

沖

地

軒

る

。

験

一

川

和

一

一

一

一

一

一

一

日

立

与

一

日

間

売

っ

た

り

す

る

と

濁

せ

主

義

に

よ

っ

て

義

務

j
f
t
E
Zに

さ
ら
し
ま
す
。
土
防
衛
庁
で
は
昭
和
一
一
一
十
五
年
度
自
衛
試
験
は
簡
単
な
筆
記
詩
型
国
語
、
す
一
一
一
日
一
一
一
年
一
一
一
、

O
七
五
一
一
一
一
「
は
ま
ぐ
り
」
の
漁
獲
高
を
多
く
す

位

訪

日

即

時

わ

れ

現

時

昨

日

記

桂

信

託

目

立

一

閥

、

一

日

目

的

、

社

会

(

口

述

試

験

及

一

γ晶
子

こ

じ

日

と

が

一

付

1
刊
誌
則
を
よ
く
守
る
こ
と

墳

は

日

比

日

時

計

了

日

品

川

手

順

と

し

て

は

、

高

一

一

諸

問

f
有

寸

る

山

主

に

強

州

諸

計

闘

す

凶

二

一

O
O名
一
一
日
中
最
も
と
れ
た
の
は
昭
和
一
一
一
一
仲
間
泊
三
日
吋
、
秋
か
ら
冬
に

一
誌
を
履
行
す
る
た
め
に
も
ー
一
い
天
井
か
ら
床
下
に
、
奥
の
ガ
か
ら
訂
健
な
男
子
で
一
事
佼
卒
業
程
度
以
上
海
士
一
一
一

O
O名
…
一
寸
-
戸
、
前
年
の
約
一
語
に
ふ
え
一
昭
和
三
十
凶
年
の
漁
獲
高
が
前
~
ゴ
り
一

時
持
次
の
こ
と
を
実
行
い
た
し
だ
ん
だ
ん
外
側
に
と
順
序
よ
く
ご
み
一
…
コ
戸
ー
を
有
し
前
十
人
才
以
土
一
一
十
空
士
一
、

0
0
0名
目

て

い

」

一

少

山

ふ

え

た

の

は

、

十

月

か

ら

j

k

β
こ
い
も
の
で
す
。
一
を
掃
き
出
し
て
き
ま
す
o

天

井

の

隅

正

日

才

?

の

者

第

一

一

次

隆

士

七

、

五

0
0え
伸
昭
和
一
一
吋
三
年
は
逆
に
約
三
分
の
二

5
け
て
大
量
に
と
っ
た
震
が
統
計
一

む
一
地
区
全
体
で
大
掃
除
を
一

Zu議
の

裏

側

な

ど

に

ね

ず

み

の

一

説

受

付

期

間

海

士

一

一

一

0
0
2
J
3、
塁
は
少
し
ふ
え
て
一
面
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
o

こ
の
よ
う
な
↑

百
社
会
性
を
も
っ
た
大
掃
除
一
巣
な
ど
常
取
り
の
こ
さ
な
い
よ
う
に
一
…
常
時
受
付
て
い
ま
す
υ

山
L

土

一

、

O
四
O
名
了
一
九

J

し
た
一
一

U
I今

ま
で
に
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あ
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せ
ん
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し

山
一
一
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婦
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一
3
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一
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犯
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一
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一
一
能
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副
町
長
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一
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一
一
一
諸
説
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わ
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一
民
主
一
時
計
三

選
び
地
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全
体
が
、
一
せ
一

ι燥
を
さ
せ
ま
寸
o

き
れ
い
に
拐
一
円
取
り
こ
い
い
に
所
要
事
項
を
正
確
に
記
海
士
、
一
、
七
回

O
名
一
「
口
比
い
切
れ
口
せ

M
が
不
心
得
一
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
漁
業
者
の
皆
さ
一

い
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
一
除
さ
れ
た
床
下
に
は
、
減
効
性
の
高
一
…
入
し
五
円
切
手
を
添
へ
て
役
場
へ
提
主

J

一
、
七
一

O
名

ア

人

っ

て

-T期
育
の
親
貝
士
、
ん
「
は
ま
ぐ
り
」
の
保
護
に
一
致
協
力
し
一

計
画
を
た
て
ま
す
o

一
し
殺
同
剤
〈
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
D
D円

f

f
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i
t
r
i
t
i
-
-
t
e
-
-
j
L
i
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z
-
f
i
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-
f
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;
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